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髙
田
宗
平　

　

本
書
は
、
日
本
漢
籍
受
容
史
を
日
本
文
化
の
基
層
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
そ
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
う
日
本
漢
籍
受
容
史
と
は
、
日
本
「
漢
籍
受
容
史
」、
即
ち
日
本
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
の
時
代
範
囲

は
古
代
か
ら
近
世
（
一
部
論
考
、
近
現
代
に
及
ぶ
）
ま
で
と
す
る
。

　
「
漢
籍
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
概
念
か
、
一
言
し
て
お
き
た
い
。

　

漢
籍
と
は
、
清
朝
以
前
に
中
国
人
が
漢
文
（
漢
語
）
で
撰
し
た
書
物
を
言
う
。
こ
の
原
則
に
合
致
し
て
い
れ
ば
、
日
本
・
朝
鮮
半

島
・
ベ
ト
ナ
ム
で
書
写
・
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
漢
籍
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
国
人
以
外
が
漢
文
で
撰
し
た
書
物
は
漢
籍
と
は
言
わ
な
い
。

清
朝
以
前
に
中
国
人
が
漢
文
で
撰
し
た
書
物
に
江
戸
時
代
以
前
の
日
本
人
が
注
釈
や
評
を
附
し
た
も
の
、
清
朝
以
前
に
中
国
人
が
漢
文

で
撰
し
た
書
物
を
江
戸
時
代
以
前
の
日
本
人
が
翻
訳
し
た
も
の
は
、
準
漢
籍
と
し
て
扱
う
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
和
刻
本
漢
籍
に
お
い

て
訓
点
が
附
さ
れ
た
も
の
は
、
通
常
、
漢
籍
と
し
て
扱
い
、
準
漢
籍
に
は
含
め
な
い
。

　

古
来
日
本
人
に
と
っ
て
、
漢
籍
は
中
国
文
化
を
知
り
、
こ
れ
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
道
具
で
あ
り
手
段
で
あ
っ
た
。
日
本
人
が
古
代
か
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ら
近
世
に
お
い
て
、
漢
籍
を
ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
、
伝
え
、
日
本
独
自
の
文
化
と
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
日
本

文
化
の
基
層
の
一
斑
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
中
国
文
化
と
の
相
違
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
漢
籍
受
容
は
、
時
代
に
よ
り
多
様
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
本
課
題
を
解
明
す
る
に
は
、
日
本
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
漢

籍
受
容
の
歴
史
に
多
角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
の
出
版
を
企
画
す
る
際
に
、
次
の
三
点
を
念
頭
に
置

い
た
。（
一
）
多
分
野
の
研
究
者
に
執
筆
を
依
頼
し
、
学
際
的
・
横
断
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
、（
二
）
日
本
人
以
外
に
中
国
と
台
湾
の

研
究
者
に
執
筆
を
依
頼
し
、
国
際
的
な
視
点
を
入
れ
る
こ
と
、（
三
）
第
一
人
者
か
ら
新
進
気
鋭
ま
で
、
最
前
線
で
活
躍
す
る
研
究
者

に
執
筆
を
依
頼
し
、
執
筆
者
に
幅
広
い
年
齢
層
を
排
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
第
一
部
古
代
、
第
二
部
中
世
、

第
三
部
近
世
の
よ
う
に
通
史
的
に
排
置
し
、
そ
し
て
文
献
学
的
テ
ー
マ
を
第
四
部
文
献
研
究
に
排
置
し
た
。

　　

以
下
、
各
論
考
を
概
観
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
日
本
の
古
代
か
ら
近
世
初
期
に
至
る
漢
籍
の
将
来
・
書
写
・
刊
行
な
ど

の
変
遷
に
つ
い
て
は
口
絵
を
御
覧
頂
き
た
い
。

　

第
一
部　

古　

代

　

大
宝
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
大
学
寮
は
宮
都
に
置
か
れ
、
教
育
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
官
吏
養
成
機
関
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
そ

こ
に
は
、
明
経
道
・
紀
伝
道
・
明
法
道
・
算
道
の
四
道
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
大
学
寮
の
必
修
書
と
し
て
経
書
と
そ
の
注
釈
書
が
大
宝

学
令
に
規
定
さ
れ
、
律
令
官
人
は
経
書
を
始
め
と
す
る
漢
籍
を
学
ん
で
い
た
。
四
道
に
は
博
士
な
ど
の
教
官
が
排
置
さ
れ
、
明
経
道
は

経
学
、
紀
伝
道
は
史
学
・
文
学
、
明
法
道
は
律
令
学
、
算
道
は
算
学
が
教
授
さ
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
初
期
か
ら
前
期
に
至
る
と
、
有

力
氏
族
は
大
学
寮
に
学
ぶ
一
族
の
子
弟
の
た
め
に
寄
宿
舎
を
設
立
し
、
そ
れ
が
後
に
大
学
寮
の
附
属
機
関
と
し
て
認
め
ら
れ
、
大
学
別



序（髙田）

iii

曹
と
な
っ
た
。
大
学
別
曹
で
あ
る
藤
原
氏
の
勧
学
院
、
橘
氏
の
学
館
院
、
王
氏
の
奨
学
院
に
お
い
て
も
、
漢
籍
は
講
読
さ
れ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
有
力
貴
族
の
子
弟
の
中
に
は
、
平
安
時
代
前
期
以
降
、
大
学
寮
に
は
入
ら
ず
に
、
紀
伝
道
・
明
経
道
に
連
な

る
人
物
と
師
弟
関
係
を
結
び
、
私
邸
な
ど
で
教
育
を
受
け
る
者
も
い
た
。

　

紀
伝
道
で
は
平
安
時
代
中
期
以
降
に
菅
原
氏
、
大
江
氏
、
藤
原
氏
南
家
・
同
氏
式
家
・
同
氏
日
野
流
（
日
野
家
）
が
、
明
経
道
で
は

平
安
時
代
後
期
以
降
に
清
原
氏
、
中
原
氏
が
各
道
の
博
士
等
の
教
官
を
独
占
し
、
世
襲
が
明
確
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
氏
族
に
は
、
氏

族
内
、
ま
た
は
家
・
系
流
内
で
秘
匿
・
継
受
さ
れ
た
訓
説
（
家
説
・
秘
説
・
師
説
）
が
あ
っ
た
。
訓
説
に
は
、
漢
籍
を
解
釈
す
る
た
め

に
訓
読
し
、
こ
の
結
果
と
し
て
漢
籍
に
訓
点
を
施
し
た
り
、
行
間
や
欄
外
、
紙
背
に
校
異
注
・
音
義
注
等
の
根
拠
と
な
る
も
の
を
記
し

た
り
し
た
。
こ
れ
ら
の
訓
説
を
基
に
、
師
匠
が
訓
読
し
、
門
人
が
そ
れ
に
従
い
復
誦
す
る
形
式
で
読
み
合
わ
せ
（
伝
授
）
が
行
わ
れ
て

い
た
。
同
一
漢
籍
で
も
訓
説
に
よ
っ
て
訓
法
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
訓
説
に
よ
っ
て
博
士
家
の
世
襲
を
可
能
と
し
、
漢
籍
の
訓
読
を
氏

族
ま
た
は
家
・
系
流
ご
と
に
固
定
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

文
章
・
明
経
両
博
士
家
に
連
な
る
人
物
は
、
宮
廷
儀
式
で
漢
籍
を
読
ん
で
い
た
。
天
皇
や
貴
族
の
子
弟
の
就
学
始
め
の
儀
式
で
あ
る

読
書
始
で
は
漢
籍
が
読
ま
れ
、
両
博
士
家
に
連
な
る
人
物
は
博
士
（
侍
読
）
や
補
佐
役
の
尚
復
を
勤
め
た
。
特
に
、
天
皇
・
東
宮
の
読

書
始
に
お
い
て
は
、
文
章
博
士
家
に
連
な
る
人
物
が
そ
の
任
を
勤
め
た
。
ま
た
、
皇
子
誕
生
の
際
、
新
生
児
を
産
湯
に
入
れ
る
御
湯
殿

儀
の
一
環
で
あ
る
読
書
儀
で
は
、
読
書
博
士
が
漢
籍
の
一
節
を
読
み
上
げ
た
。
読
書
博
士
は
、
文
章
・
明
経
両
博
士
が
交
替
で
勤
め
た
。

　

我
が
国
最
初
の
公
年
号
は
大
化
と
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
籍
を
出
典
と
す
る
年
号
が
使
用
さ
れ
始
め
た
の
は
一
〇
世
紀
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
年
号
案
を
提
出
す
る
年
号
勘
者
は
、
時
代
・
時
期
に
よ
っ
て
氏
族
に
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
、
主

と
し
て
紀
伝
道
の
氏
族
に
連
な
る
人
物
で
あ
り
、
特
に
菅
原
氏
の
人
物
が
多
く
任
ぜ
ら
れ
た
。

　

古
代
に
伝
来
し
た
漢
籍
、
そ
の
書
写
本
や
伝
写
本
は
、
大
学
寮
な
ど
の
律
令
国
家
機
関
に
収
蔵
さ
れ
、
上
級
貴
族
・
中
下
級
官
人
の
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子
弟
の
教
育
に
供
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
上
級
貴
族
・
中
下
級
官
人
の
中
に
は
書
籍
を
蒐
集
・
集
積
し
、
蔵
書
を
形
成
す
る
も
の
が
お

り
、
そ
の
多
く
の
蔵
書
に
漢
籍
が
含
ま
れ
て
い
た
。
更
に
、
上
級
貴
族
・
中
下
級
官
人
の
間
で
、
漢
籍
の
講
筵
が
催
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、
南
都
仏
教
・
平
安
仏
教
の
寺
院
に
お
い
て
も
、
漢
籍
は
学
ば
れ
て
い
た
。
古
代
で
は
、
漢
籍
は
上
級
貴
族
・
中
下
級
官
人
層
、
僧

侶
に
受
容
さ
れ
、
襲
蔵
・
伝
写
さ
れ
て
い
た
。

　

律
令
国
家
で
は
大
学
寮
が
設
置
さ
れ
、
上
級
貴
族
・
中
下
級
官
人
の
子
弟
は
漢
籍
を
必
修
書
と
し
て
教
育
を
受
け
た
。
ま
た
、
漢
籍

木
簡
の
出
土
状
況
か
ら
見
て
、
宮
都
の
み
な
ら
ず
、
地
方
官
衙
な
ど
の
地
方
社
会
に
お
い
て
も
漢
籍
が
諳
誦
・
習
書
さ
れ
、
広
範
に
浸

透
し
て
い
た
。
1 

水
口
幹
記
「
律
令
官
人
と
漢
籍
」
は
、
東
ア
ジ
ア
文
化
史
・
日
本
古
代
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
奈
良
時
代
か
ら
平

安
時
代
初
期
ま
で
の
律
令
官
人
に
お
け
る
漢
籍
利
用
の
実
態
を
把
捉
し
、
と
り
わ
け
『
論
語
』
学
習
と
そ
の
意
味
を
論
じ
、
史
学
・
文

学
両
分
野
の
資
料
を
検
討
す
る
。
図
版
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
鷹
司
家
本
『
令
集
解
』
の
書
影
を
附
す
。

　

古
代
を
通
じ
て
、
僧
侶
に
よ
る
漢
籍
受
容
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
寺
院
は
仏
典
（
内
典
）
を
多
数
収
蔵
し
、
僧
侶
は
そ
れ
を
書
写
し
た

り
、
学
習
し
た
り
、
読
誦
し
た
り
す
る
と
と
も
に
、
仏
典
の
音
義
を
求
め
る
た
め
、
古
辞
書
を
編
み
、
利
用
し
、
漢
籍
（
外
典
）
も
書

写
・
加
点
し
た
。
2 

池
田
証
壽
「
僧
侶
と
漢
籍
」
は
、
国
語
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
奈
良
時
代
か
ら
院
政
期
ま
で
の
古
辞
書
で
あ
る

『
篆
隷
万
象
名
義
』『
新
撰
字
鏡
』『
倭
名
類
聚
抄
』『
類
聚
名
義
抄
』『
色
葉
字
類
抄
』
と
玄
応
『
一
切
経
音
義
』
二
五
巻
な
ど
を
検
討

し
、
僧
侶
と
漢
籍
の
関
係
、
僧
侶
が
漢
籍
を
学
習
す
る
意
味
に
つ
い
て
詳
論
す
る
。
図
版
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
図

書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
書
影
を
附
す
。

　

無
論
、
経
書
や
史
書
・
文
学
書
の
み
が
受
容
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
綿
々
と
神
仙
思
想
も
受
容
さ
れ
、
神
仙
（
仙
人
）
が
棲
む

「
洞
天
」
が
名
山
山
中
の
地
下
世
界
に
あ
る
と
言
う
洞
天
説
も
受
容
さ
れ
、
古
代
の
上
級
貴
族
・
中
下
級
官
人
層
の
観
念
や
庭
園
建
築
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に
影
響
を
与
え
た
。
3 

土
屋
昌
明
「
日
本
古
代
の
典
籍
に
見
え
る
神
仙
思
想
と
洞
天
説
の
一
側
面
」
は
、
中
国
思
想
史
・
道
教
史
研

究
の
立
場
か
ら
、
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
後
期
の
『
古
事
記
』『
懐
風
藻
』『
本
朝
文
粋
』『
本
朝
無
題
詩
』
を
材
料
と
し
て
、
古
代

の
典
籍
に
お
け
る
中
国
の
神
仙
思
想
の
影
響
の
実
態
、
と
り
わ
け
洞
天
説
の
影
響
を
論
じ
、
庭
園
建
築
へ
の
影
響
に
も
説
き
及
ぶ
。

　

孝
謙
朝
の
天
平
勝
宝
年
間
（
七
四
九
～
五
七
）
に
、
歳
時
・
時
令
書
の
内
容
が
見
ら
れ
る
天
平
勝
宝
勘
奏
が
勘
申
さ
れ
て
い
た
。
当

該
期
は
光
明
皇
太
后
と
藤
原
仲
麻
呂
に
よ
り
政
権
が
運
営
さ
れ
て
い
た
時
期
で
、
唐
風
化
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
4 

髙
田
宗
平
「
天

平
勝
宝
勘
奏
に
関
す
る
諸
問
題
―
遣
唐
使
が
齎
し
た
も
の
の
影
響
―
」
は
、
日
本
古
代
中
世
漢
籍
受
容
史
・
漢
学
史
研
究
、
漢
籍
書
誌

学
研
究
の
立
場
か
ら
、
天
平
勝
宝
勘
奏
が
起
草
・
勘
奏
さ
れ
た
具
体
的
な
時
期
、
そ
の
内
容
・
目
的
・
意
味
を
検
討
し
、
天
平
勝
宝
勘

奏
の
思
想
的
・
時
代
的
背
景
を
論
ず
る
。

　

大
学
寮
と
は
別
に
、
陰
陽
寮
に
属
す
る
官
人
で
あ
る
陰
陽
道
・
暦
道
・
天
文
道
の
官
人
と
、
密
教
僧
で
あ
り
星
占
い
を
遂
行
し
暦
道

の
造
暦
に
も
関
わ
っ
た
宿
曜
師
も
、
漢
籍
を
受
容
し
て
い
た
。
5 

山
下
克
明
「
陰
陽
道
・
暦
道
・
天
文
道
・
宿
曜
道
と
漢
籍
」
は
、

日
本
古
代
・
中
世
文
化
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
陰
陽
寮
か
ら
生
ま
れ
た
陰
陽
道
・
暦
道
・
天
文
道
、
密
教
占
星
術
と
し
て
の
宿
曜
道
の

そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
や
職
掌
、
こ
れ
ら
諸
道
の
漢
籍
環
境
、
と
り
わ
け
現
存
漢
籍
諸
本
に
着
目
し
て
、
古
代
か
ら
中
世
を
中
心
に
詳
論
し
、

時
に
は
近
世
写
本
に
ま
で
論
及
す
る
。

　

摂
関
期
に
な
る
と
、
上
級
貴
族
は
漢
籍
を
蒐
集
・
収
蔵
・
書
写
・
貸
借
な
ど
を
し
て
お
り
、
古
記
録
を
丹
念
に
繙
く
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
6 

小
倉
慈
司
「
摂
関
期
貴
族
社
会
に
お
け
る
漢
籍
収
蔵
の
様
相
」
は
、
日
本
古
代
史
・

史
料
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
古
記
録
や
史
書
、
現
存
漢
籍
の
識
語
・
蔵
書
印
な
ど
を
渉
猟
し
、
九
～
一
一
世
紀
の
貴
族
社
会
に
お
け
る

漢
籍
を
め
ぐ
る
収
蔵
・
書
写
・
貸
借
な
ど
の
活
動
・
環
境
を
時
系
列
に
列
挙
・
検
討
し
、
跡
付
け
る
。
と
り
わ
け
、
九
世
紀
後
半
と
し

て
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
編
纂
事
情
、
一
〇
世
紀
と
し
て
『
西
宮
記
』
か
ら
源
高
明
、『
弘
決
外
典
鈔
』
か
ら
具
平
親
王
の
漢
籍
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収
蔵
状
況
、
摂
関
期
と
し
て
『
御
堂
関
白
記
』『
権
記
』『
小
右
記
』
の
漢
籍
を
め
ぐ
る
記
事
に
着
目
し
論
ず
る
。

　

典
薬
寮
に
属
す
る
針
博
士
丹
波
康
頼
が
平
安
時
代
中
期
の
永
観
二
年
（
九
八
六
）
に
撰
し
た
『
医
心
方
』
は
、
六
朝
隋
唐
期
を
中
心

と
す
る
医
薬
書
な
ど
か
ら
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
我
が
国
最
古
の
医
書
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
の

大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
に
、
堺
の
医
家
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
明
成
化
三
年
（
一
四
六
七
）
熊
宗
立
種
徳
堂
刊
本
を
覆
刻
し
、
刊
行
し
た

阿
佐
井
野
版
『
新
編
名
方
類
証
医
書
大
全
』
は
、
我
が
国
最
初
の
医
書
刊
行
と
し
て
知
ら
れ
る
。
更
に
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に

越
前
の
一
〇
代
朝
倉
孝
景
（
一
四
九
三
～
一
五
四
八
）
の
命
に
よ
り
谷
野
一
柏
が
明
成
化
八
年
（
一
四
七
二
）
熊
宗
立
中
和
堂
刊
本
に
校

訂
を
加
え
、
一
乗
谷
に
て
刊
行
し
た
も
の
に
、『
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
』
が
あ
る
。
我
が
国
第
二
の
医
書
刊
行
で
あ
る
。
7 

松
岡

尚
則
「
日
本
の
医
学
知
識
の
受
容
」
は
、
こ
の
よ
う
に
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
連
綿
と
中
国
か
ら
医
学
を
受
容
し
て
い
た
状
況
を
踏
ま

え
、
漢
方
医
学
・
医
史
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
豊
富
な
図
版
を
交
え
な
が
ら
、
医
学
知
識
の
受
容
の
枢
要
な
事
例
を
挙
げ
、
そ
の
変
遷

を
示
し
、
大
局
的
に
論
ず
る
。

　

七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
、
高
松
塚
古
墳
と
キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
画
に
は
と
も
に
星
宿
図
（
天
文
図
）
が
描
か

れ
て
い
る
。
両
星
宿
図
は
、
中
国
天
文
学
の
知
識
に
基
づ
き
描
か
れ
た
。
髙
橋
あ
や
の
「〔
コ
ラ
ム
〕 

高
松
塚
古
墳
壁
画
と
キ
ト
ラ
古

墳
壁
画
の
星
宿
図
」
は
、
中
国
天
文
学
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
と
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
の
両
星
宿
図
の
先
行
研
究
を
掌

握
し
た
上
で
、
そ
の
概
要
を
解
説
し
、
両
星
宿
図
の
観
測
地
・
観
測
時
期
、
原
図
の
藍
本
と
な
っ
た
漢
籍
な
ど
に
つ
い
て
論
ず
る
。

　

第
二
部　

中　

世

　

中
世
に
お
い
て
も
、
禁
裏
・
公
家
は
蔵
書
を
形
成
し
、
漢
籍
を
襲
蔵
・
集
積
し
受
容
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
明
経
博
士
家
の
清
原

家
・
中
原
家
、
文
章
博
士
家
の
藤
原
氏
日
野
流
（
日
野
家
）・
同
氏
南
家
・
同
氏
式
家
は
漢
籍
を
襲
蔵
し
、
書
写
・
校
合
・
加
点
な
ど
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を
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
氏
族
で
は
、
訓
説
に
基
づ
く
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
天
皇
や
公
家
な
ど
は
新
年
の
学
習
開
始
に
行

わ
れ
る
読
書
始
に
お
い
て
漢
籍
を
読
ん
で
い
た
。

　

古
代
以
来
の
南
都
・
平
安
仏
教
の
他
、
鎌
倉
顕
密
仏
教
で
も
漢
籍
は
受
容
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
世
神
道
に
お
い
て
も
顕
密
仏
教

と
の
習
合
過
程
を
踏
ま
え
て
、
八
幡
信
仰
圏
・
伊
勢
神
道
教
学
・
吉
田
神
道
教
学
な
ど
で
漢
籍
を
受
容
し
て
い
た
。

　

鎌
倉
時
代
で
は
、
金
沢
文
庫
周
辺
に
お
い
て
、
金
沢
北
条
氏
、
御
家
人
、
明
経
博
士
家
、
文
章
博
士
家
、
僧
侶
な
ど
が
漢
籍
を
め
ぐ

り
交
流
し
、
書
写
・
校
合
・
加
点
な
ど
を
し
て
い
た
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
上
杉
憲
実
が
足
利
学
校
の
能
化
（
庠
主
）
に
臨
済
宗
鎌

倉
円
覚
寺
の
僧
快
元
を
招
聘
し
、
更
に
蔵
書
を
寄
贈
し
、
足
利
学
校
を
再
興
し
た
。
こ
の
後
、
能
化
は
禅
僧
が
就
任
し
た
。
そ
の
他
、

戦
国
武
将
も
足
利
学
校
に
漢
籍
を
寄
贈
す
る
な
ど
保
護
活
動
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
中
世
に
至
る
と
武
家
も
漢
籍
を
受
容
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

室
町
時
代
中
期
以
降
、
主
に
清
原
家
・
五
山
僧
・
足
利
学
校
の
周
辺
に
お
い
て
、
行
間
や
欄
外
に
書
入
れ
た
校
異
注
及
び
、
訓
説
に

基
づ
く
訓
読
を
、
独
立
の
書
籍
と
し
て
、
抄
物
と
言
う
仮
名
交
じ
り
の
講
義
録
的
な
内
容
の
注
釈
書
が
作
ら
れ
た
り
、
講
義
の
筆
録
で

あ
る
聞
書
が
作
ら
れ
た
り
し
た
。

　　

文
章
博
士
家
の
藤
原
氏
南
家
は
、
年
号
選
定
の
場
で
あ
る
改
元
定
に
お
い
て
『
広
韻
』
を
積
極
的
に
利
用
し
、
音
韻
学
の
知
識
の
更

新
に
関
心
が
あ
っ
た
。『
韻
鏡
』
の
初
期
の
受
容
は
真
言
僧
と
天
台
僧
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
南
北
朝
時
代
に
年
号
や
人
名

の
決
定
に
際
し
用
い
ら
れ
、
俗
人
の
世
界
で
も
不
可
欠
の
書
と
な
っ
た
。
1 

小
川
剛
生
「
韻
書
と
学
問
」
は
、
日
本
中
世
文
学
・
和

歌
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
院
政
期
か
ら
室
町
時
代
ま
で
に
お
い
て
、
韻
書
が
日
本
に
将
来
さ
れ
、
各
時
代
の
学
問
に
ど
の
よ
う
に
貢

献
し
た
か
、
更
に
派
生
的
に
成
立
し
た
日
本
の
韻
書
や
字
書
に
つ
い
て
も
考
慮
し
、
日
中
の
学
問
、
韻
書
と
そ
の
刊
行
に
目
配
り
し
て
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明
解
に
論
ず
る
。
中
世
に
お
け
る
韻
書
受
容
の
実
態
と
そ
の
意
味
を
論
じ
、
更
に
は
受
容
研
究
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
、
警
鐘
を
鳴
ら

す
。
図
版
と
し
て
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
鉅
宋
広
韻
』
及
び
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
韻
鏡
』
の
書
影
を
附
す
。

　

漢
籍
が
年
号
の
出
典
と
し
て
常
態
化
す
る
の
は
、
一
〇
世
紀
前
半
に
始
ま
る
災
異
改
元
が
契
機
と
な
っ
た
。
院
政
期
の
仁
安
度
（
一

一
六
六
）「
天
同
」
の
年
号
勘
文
所
引
『
周
易
注
疏
』
は
、
佚
書
『
周
易
大
字
注
疏
』（
元
の
胡
師
安
等
『
元
西
湖
書
院
重
整
書
目
』〔
元
延

祐
三
年
〈
一
三
一
四
〉
呉
昌
綬
跋
〕
に
著
録
の
「
易
注
疏
」）
の
可
能
性
が
あ
り
、
現
存
最
古
の
経
注
疏
合
刻
本
と
さ
れ
て
い
る
越
刊
八
行

本
以
前
に
経
注
疏
合
刻
本
が
存
し
て
い
た
可
能
性
を
提
起
で
き
る
等
、
年
号
勘
文
は
中
国
古
典
文
献
学
に
も
充
分
に
裨
益
す
る
。
2 

水
上
雅
晴
「
年
号
勘
文
と
漢
籍
引
文
」
は
、
中
国
哲
学
・
日
本
漢
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
我
が
国
の
年
号
が
漢
籍
の
出
典
を
持
ち
始
め

た
時
期
、
年
号
勘
文
所
引
漢
籍
と
そ
の
学
術
的
価
値
の
解
明
を
中
心
に
据
え
、
古
代
か
ら
中
世
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
状
況
を
論
ず
る
。

年
号
研
究
の
基
盤
を
築
い
た
森
鷗
外
『
年
号
考
』
と
森
本
角
蔵
『
日
本
年
号
大
観
』
を
厳
密
に
検
証
し
、
高
辻
長
成
『
元
秘
別
録
』
を

主
材
料
に
検
討
す
る
。

　

年
号
勘
申
に
お
い
て
、
新
注
を
積
極
的
に
利
用
し
た
の
は
紀
伝
道
の
日
野
流
に
連
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
日
野
流
は
摂
関
家
の
家
司

で
、
儒
者
の
立
場
か
ら
将
軍
の
近
臣
と
化
し
た
一
流
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
俗
縁
の
世
界
が
背
景
に
あ
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
朱
子
学

が
体
制
的
学
問
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
こ
と
に
繫
が
っ
た
。
3 

福
島
金
治
「
年
号
勘
文
よ
り
見
た
南
北
朝
期
に
お
け
る
朱
子
学
の

受
容
」
は
、
日
本
中
世
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
石
井
行
雄
「
室
町
時
代
漢
籍
訓
読
の
一
事
例
―
『
元
秘
別
録
』
と
言
う
窓
か
ら
―
」
及

び
小
川
剛
生
「
迎
陽
記
の
改
元
記
事
に
つ
い
て
」
の
両
論
文
を
手
が
か
り
に
、
高
辻
長
成
『
元
秘
別
録
』
及
び
東
坊
城
秀
長
『
迎
陽

記
』
に
加
え
、
他
の
古
記
録
・
改
元
資
料
を
渉
猟
・
比
較
検
討
し
、
公
家
・
武
家
・
釈
家
の
人
的
交
流
の
中
で
の
南
北
朝
時
代
に
お
け

る
文
章
博
士
家
の
朱
子
学
に
対
す
る
違
和
感
解
消
の
道
筋
の
様
相
を
論
ず
る
。

　

吉
田
神
道
教
学
に
お
い
て
も
漢
籍
・
仏
書
が
受
容
さ
れ
、
と
り
わ
け
道
経
の
受
容
が
顕
著
で
あ
り
、
中
世
末
期
か
ら
吉
田
家
で
は
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『
北
斗
経
』
を
書
写
・
襲
蔵
し
て
い
た
。
吉
田
神
道
教
学
を
発
展
さ
せ
た
吉
田
兼
俱
の
三
男
が
大
儒
清
原
宣
賢
（
清
原
宗
賢
の
養
嗣
子
）

で
あ
り
、
宣
賢
の
二
男
兼
右
が
吉
田
兼
満
の
養
嗣
子
と
な
り
、
清
原
家
（
明
経
道
）
と
吉
田
家
（
吉
田
神
道
）
と
の
関
係
が
密
接
と
な
り
、

両
家
の
学
問
に
も
影
響
を
与
え
た
。
4 

松
下
道
信
「
中
世
神
道
の
道
教
受
容
―
吉
田
神
道
所
伝
『
太
上
説
北
斗
元
霊
経
』
版
本
再
論
―
」

は
、
中
国
思
想
（
道
教
）
研
究
の
立
場
か
ら
、
吉
田
神
道
所
伝
の
『
北
斗
経
』
諸
本
の
厳
密
な
解
釈
に
基
づ
き
、
吉
田
神
道
に
伝
わ
る

『
北
斗
経
』
の
祖
本
及
び
現
行
本
へ
の
継
承
・
改
変
の
関
係
性
を
論
じ
、
更
に
は
所
伝
の
『
北
斗
経
』
は
吉
田
兼
俱
の
改
作
で
あ
る
の

か
と
言
う
文
献
学
的
問
題
を
論
ず
る
。
兼
俱
は
吉
田
神
道
を
確
立
す
る
た
め
に
『
名
法
要
集
』
を
偽
作
し
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、

吉
田
本
の
性
格
に
鑑
み
て
、
兼
俱
の
漢
籍
引
用
の
態
度
に
つ
い
て
、
従
来
の
兼
俱
像
や
中
世
神
道
の
理
解
に
対
し
、
再
考
を
促
す
。
図

版
と
し
て
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
吉
田
兼
右
奥
書
本
（
吉
田
兼
俱
自
筆
）『
太
上
説
北
斗
元
霊
本
命
延
生
妙
経
』
の
書
影
を
附

す
。

　

清
原
家
は
、
明
経
道
を
家
学
・
家
職
と
し
、
明
経
博
士
・
大
外
記
に
補
任
さ
れ
た
。
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
頼
業
、
鎌
倉
時

代
前
期
か
ら
中
期
の
教
隆
、
南
北
朝
時
代
の
良
賢
、
室
町
時
代
中
期
の
業
忠
、
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
の
宣
賢
ら
の
大
儒
・
碩

学
を
輩
出
し
、
清
原
家
は
中
世
の
漢
学
を
牽
引
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
清
原
家
証
本
の
『
論
語
』
経
文
に
施
さ
れ
た
訓
点
は
集
解
よ
り

も
義
疏
を
重
視
し
て
い
た
。
5 

佐
藤
道
生
「
清
原
家
の
学
問
と
漢
籍
―
『
論
語
』
を
例
と
し
て
注
釈
書
と
訓
点
と
の
関
係
を
考
え
る
―
」

は
、
古
代
・
中
世
日
本
漢
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
厳
密
且
つ
周
到
な
原
本
調
査
に
基
づ
い
て
訓
点
や
奥
書
類
を
読
み
解
き
、
室
町
時
代

後
期
の
清
原
宣
賢
か
ら
孫
の
枝
賢
ま
で
の
時
期
の
『
論
語
』
解
釈
を
め
ぐ
る
諸
相
を
詳
論
す
る
。
清
原
家
証
本
た
る
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
『
毛
詩
』（
清
原
宣
賢
書
写
奥
書
）
を
用
い
て
、
依
拠
し
た
注
釈
書
に
よ
り
訓
点
（
解
釈
）
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
清
原
家

証
本
な
い
し
は
同
家
内
で
伝
授
に
供
さ
れ
た
佐
藤
氏
蔵
大
永
六
年
・
七
年
清
原
業
賢
書
写
本
『
論
語
』、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
永
禄
六

年
釈
世
誉
書
写
本
『
論
語
集
解
』
を
用
い
て
集
解
の
解
釈
に
従
っ
た
例
、
集
解
に
訓
詁
が
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
集
解
と
義
疏
と
の
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間
に
解
釈
の
対
立
が
あ
る
場
合
の
事
例
を
精
密
に
検
討
す
る
。
併
せ
て
、
大
永
六
年
・
七
年
清
原
業
賢
書
写
本
『
論
語
』、
永
禄
六
年

釈
世
誉
書
写
本
『
論
語
集
解
』
の
書
誌
事
項
を
提
示
し
、
更
に
は
釈
世
誉
書
写
本
の
梵
舜
以
前
の
所
蔵
者
と
し
て
吉
田
兼
右
の
存
在
を

推
定
し
、
兼
右
か
ら
近
衛
前
久
へ
の
『
論
語
』
伝
授
に
永
禄
六
年
釈
世
誉
書
写
本
が
使
用
さ
れ
た
可
能
性
に
ま
で
説
き
及
ぶ
。
図
版
と

し
て
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
永
禄
六
年
釈
世
誉
書
写
本
『
論
語
集
解
』
の
書
影
を
附
す
。

　

中
世
ま
で
に
中
国
か
ら
将
来
さ
れ
た
信
仰
を
基
に
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
は
、
日
本
に
お
い
て
独
自
に
形
成
さ
れ
た
神
格
と

考
え
ら
れ
て
い
る
易
神
の
概
念
が
存
在
し
て
い
た
。
6 

奈
良
場
勝
「
中
世
日
本
の
易
神
の
形
成
と
そ
の
後
」
は
、
日
本
近
世
の
易
学

研
究
の
立
場
か
ら
、
日
本
中
世
資
料
に
見
え
る
祭
文
、
元
か
ら
明
の
元
曲
や
章
回
小
説
に
見
え
る
占
卜
の
場
面
と
日
本
の
祭
文
の
符
合

点
、
南
北
朝
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中
期
の
鎮
宅
霊
符
と
祭
文
・
易
神
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
近
代
以
降
の
断
易

書
な
ど
各
々
を
博
捜
し
、
日
本
中
世
資
料
に
見
え
る
北
辰
信
仰
と
易
と
の
関
連
か
ら
易
の
祭
文
の
由
来
を
考
察
し
、
祭
文
に
見
る
神
格

の
語
か
ら
易
神
へ
の
変
遷
を
辿
り
論
じ
、
更
に
は
近
世
の
状
況
に
ま
で
論
及
す
る
。
図
版
と
し
て
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
清
家
文

庫
）
蔵
『
周
易
伝
授
式
』
の
書
影
を
附
す
。

　

五
山
文
学
と
は
京
都
・
鎌
倉
五
山
を
中
心
に
禅
僧
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
漢
詩
文
・
語
録
・
日
記
な
ど
の
漢
文
学
の
総
称
で
あ
る
。
鎌

倉
時
代
末
期
以
降
、
五
山
文
学
が
盛
行
し
、
五
山
版
が
刊
行
さ
れ
、
禅
林
は
漢
学
講
究
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
。
中
本
大
「〔
コ
ラ
ム
〕 

五
山
禅
林
の
学
僧
が
見
据
え
て
い
た
も
の
―
日
本
文
学
史
に
お
け
る
五
山
文
学
の
独
自
性
―
」
は
、
日
本
中
世
文
学
・
漢
文
学
研
究
の
立

場
か
ら
、
日
本
漢
文
学
史
に
お
け
る
五
山
文
学
の
特
異
性
と
し
て
、
本
邦
五
山
禅
林
が
注
視
し
た
中
国
の
志
向
を
挙
げ
、
五
山
文
学
で

の
白
居
易
像
を
端
緒
と
し
、
日
本
文
学
史
に
お
け
る
五
山
文
学
の
特
質
を
論
ず
る
。
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第
三
部　

近　

世

　

近
世
の
元
和
・
寛
永
期
（
一
六
一
五
～
六
四
）
に
至
り
世
の
中
の
安
定
に
伴
い
、
以
降
、
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
を
中
心

に
営
利
出
版
が
盛
行
し
、
和
刻
本
が
市
井
に
大
量
に
流
通
し
受
容
層
が
拡
大
し
た
。
近
世
に
お
い
て
、
漢
籍
の
受
容
層
は
武
家
・
公

家
・
僧
侶
・
祠
官
・
町
人
な
ど
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

朱
子
学
者
林
羅
山
が
徳
川
家
康
に
近
侍
し
、
幕
府
の
教
育
制
度
設
立
に
参
画
し
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
は
朱
子
学
を
奨
励
し
、
朱
子
学

が
幕
府
の
官
学
と
な
っ
た
。
幕
府
の
学
問
奨
励
策
は
、
諸
大
名
に
も
影
響
を
与
え
、
各
藩
に
藩
士
の
子
弟
の
教
育
機
関
で
あ
る
藩
校
設

立
を
促
し
た
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
文
教
政
策
を
背
景
と
し
、
儒
学
・
漢
学
が
発
達
し
た
。
藤
原
惺
窩
が
日
本
近
世
の
朱
子
学
の
端
緒

と
さ
れ
、
林
羅
山
・
松
永
尺
五
・
堀
杏
庵
・
那
波
活
所
を
始
め
、
門
人
が
輩
出
し
た
。
林
羅
山
が
上
野
忍
岡
に
開
設
し
た
書
院
が
昌
平

坂
学
問
所
の
起
源
で
あ
る
。
五
代
将
軍
綱
吉
の
時
に
湯
島
に
移
設
し
聖
堂
と
称
し
た
後
も
林
家
の
私
塾
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
に
昌
平
坂
学
問
所
と
改
名
し
、
幕
府
直
轄
の
教
育
機
関
と
な
り
、
林
家
は
大
学
頭
を
世
襲
し
た
。
ま
た
、
近
世
前
期
以
降
、

中
江
藤
樹
の
陽
明
学
派
、
山
崎
闇
斎
の
崎
門
学
、
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学
（
古
学
）、
荻
生
徂
徠
の
古
文
辞
学
、
榊
原
篁
洲
が
唱
え
た
折

衷
学
派
な
ど
多
く
の
学
派
学
流
が
生
ま
れ
た
。

　

実
証
的
な
学
風
で
あ
る
考
証
学
も
現
れ
た
。
前
期
で
は
尺
五
の
門
人
木
下
順
庵
の
門
人
で
あ
る
中
村
蘭
林
、
中
期
以
降
、
徂
徠
の
門

人
山
井
崑
崙
、
折
衷
学
派
井
上
金
峨
の
門
人
吉
田
篁
墩
・
山
本
北
山
・
亀
田
鵬
齋
、
北
山
の
門
人
太
田
錦
城
、
錦
城
の
門
人
海
保
漁
村
、

北
山
の
門
人
太
田
全
斎
ら
が
現
れ
た
。
漢
籍
の
考
証
学
は
、
藤
原
貞
幹
・
屋
代
弘
賢
・
狩
谷
棭
斎
ら
国
学
者
・
故
実
家
・（
和
書
の
）

考
証
学
者
と
も
交
流
し
、
相
互
に
影
響
し
合
っ
た
。
例
え
ば
、『
説
文
解
字
』
の
研
究
で
は
、
棭
斎
・
松
崎
慊
堂
・
山
梨
稲
川
（
古
文

辞
学
派
）
ら
が
共
同
で
研
究
し
て
い
た
。『
説
文
解
字
』
共
同
研
究
を
め
ぐ
る
交
流
の
中
に
国
学
者
平
田
篤
胤
も
お
り
、
国
学
者
ら
は

和
漢
の
学
を
兼
修
し
て
い
た
。
金
峨
の
門
人
吉
田
篁
墩
、
慊
堂
や
棭
斎
の
影
響
を
受
け
た
市
野
迷
庵
ら
が
校
勘
学
の
業
績
を
遺
し
た
。
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北
山
の
門
人
近
藤
正
斎
は
、
和
漢
の
考
証
学
・
故
実
の
和
漢
両
分
野
等
で
業
績
を
遺
す
と
と
も
に
御
書
物
奉
行
に
も
任
ぜ
ら
れ
た
。

　

後
期
・
末
期
の
考
証
学
の
担
い
手
の
多
く
は
、
江
戸
医
学
館
に
関
わ
る
儒
医
で
あ
っ
た
。
多
紀
元
堅
・
小
島
宝
素
・
森
立
之
・
山
田

椿
庭
ら
儒
医
と
渋
江
抽
斎
（
迷
庵
や
棭
斎
ら
の
門
人
）
が
、
宋
元
明
版
・
朝
鮮
版
・
旧
鈔
本
・
古
活
字
版
な
ど
の
解
題
『
経
籍
訪
古
志
』

を
撰
し
た
。『
経
籍
訪
古
志
』
は
近
世
に
お
け
る
書
誌
学
・
考
証
学
の
到
達
点
と
言
え
る
。

　

中
期
以
降
、
考
証
学
が
盛
行
し
た
最
大
の
背
景
は
、
中
国
に
お
い
て
清
朝
考
証
学
、
と
り
わ
け
訓
詁
学
や
校
勘
学
が
勃
興
し
、
清
朝

考
証
学
者
の
注
釈
書
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
足
利
学
校
所
蔵
七
経
の
旧
鈔
本
・
宋
刊
本
を
校

勘
し
た
山
井
崑
崙
の
『
七
経
孟
子
考
文
』、
日
本
に
伝
存
し
た
旧
鈔
本
『
論
語
集
解
』
や
正
平
版
『
論
語
』
な
ど
校
勘
し
た
吉
田
篁
墩

の
『
論
語
集
解
攷
異
』
は
中
国
へ
輸
入
さ
れ
、
清
朝
考
証
学
者
の
目
に
留
ま
り
驚
愕
さ
せ
、
彼
の
地
の
考
証
学
に
影
響
を
与
え
た
。

　

幕
府
の
蔵
書
は
、
御
文
庫
（
楓
山
文
庫
。
後
の
紅
葉
山
文
庫
）、
昌
平
坂
学
問
所
、
和
学
講
談
所
、
江
戸
医
学
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
御

文
庫
の
蔵
書
は
、
慶
長
御
写
本
、
駿
河
御
譲
本
、
駿
河
御
文
庫
本
、
諸
大
名
・
幕
臣
な
ど
か
ら
の
献
上
本
（
佐
伯
藩
主
毛
利
高
翰
献
上

の
毛
利
高
標
旧
蔵
漢
籍
群
が
著
名
）、
長
崎
奉
行
に
購
入
さ
せ
た
新
渡
の
唐
本
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
御
文
庫
に
は
、
幕
府
の
権

威
の
下
、
漢
籍
を
含
め
た
多
く
の
貴
重
な
書
籍
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
昌
平
坂
学
問
所
の
蔵
書
は
、
林
家
伝
来
書
籍
、
諸
大
名
・
学
者

か
ら
の
献
納
本
（
仁
正
寺
藩
主
市
橋
長
昭
献
納
の
宋
元
版
が
著
名
）
な
ど
で
あ
る
。
和
学
講
談
所
の
蔵
書
は
『
群
書
類
従
』
な
ど
の
編
纂

資
料
で
あ
り
、
同
所
に
は
漢
籍
も
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
医
学
館
の
蔵
書
は
、
元
簡
・
元
胤
・
元
堅
・
元
昕
ら
の
多
紀
家
累
代
が
蒐

集
・
校
訂
し
た
漢
籍
で
あ
り
、
同
館
に
は
と
り
わ
け
貴
重
な
古
医
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。

　

各
藩
に
設
立
さ
れ
た
藩
校
に
も
漢
籍
が
収
蔵
さ
れ
、
藩
士
の
教
育
に
供
さ
れ
た
。

　

年
号
勘
申
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
通
り
、
年
号
勘
者
は
、
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
、
菅
原
氏
の
人
物
が
多
く
任

ぜ
ら
れ
た
が
、
江
戸
時
代
に
至
る
と
、
菅
原
氏
が
独
占
す
る
状
況
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
元
文
改
元
（
一
七
三
六
）
の
際
、
こ
れ
ま
で
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年
号
勘
者
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
明
経
道
の
清
原
氏
の
伏
原
宣
通
が
中
御
門
上
皇
の
叡
慮
に
よ
り
年
号
勘
者
に
選
ば
れ
た
が
、

菅
原
氏
の
反
発
を
受
け
、
最
終
的
に
宣
通
は
除
か
れ
た
と
言
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　　

近
世
初
期
に
始
ま
っ
た
古
活
字
版
に
よ
っ
て
、
博
士
家
で
行
わ
れ
て
い
た
伝
授
や
秘
匿
さ
れ
て
い
た
証
本
に
よ
る
閉
じ
ら
れ
て
い
た

知
が
開
放
さ
れ
た
。
そ
の
古
活
字
版
も
寛
永
期
（
一
六
二
四
～
六
四
）
に
至
る
と
衰
微
し
、
整
版
に
置
き
換
わ
り
、
営
利
出
版
が
盛
行

し
た
。
1 

入
口
敦
志
「
漢
籍
の
出
版
と
読
者
層
―
仮
名
草
子
を
基
点
と
し
て
―
」
は
、
日
本
近
世
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
一
七
世
紀

の
読
者
層
を
仮
名
草
子
に
見
え
る
漢
籍
か
ら
検
討
す
る
。
仮
名
草
子
に
お
け
る
漢
籍
受
容
が
表
面
的
な
知
識
で
は
な
く
、
内
容
を
理

解
・
咀
嚼
し
議
論
の
展
開
に
及
ぶ
例
と
し
て
、
浅
井
了
意
の
『
浮
世
物
語
』
を
挙
げ
、
仮
名
草
子
の
文
章
表
現
の
一
つ
の
到
達
点
で
あ

る
こ
と
を
検
討
し
、
記
録
に
は
現
れ
な
い
一
七
世
紀
に
お
け
る
漢
籍
普
及
の
諸
相
を
論
ず
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
の
石
田
梅
岩
を
開
祖
と
す
る
石
門
心
学
は
、
儒
教
的
な
思
想
を
基
調
と
し
、
神
・
仏
の
所
説
を
取
り
入
れ
、
実
践
道

徳
を
説
い
た
。
2 

大
川
真
「
漢
籍
の
「
読
ま
れ
方
」
―
石
門
心
学
の
分
析
を
通
じ
て
―
」
は
、
日
本
政
治
思
想
史
の
立
場
か
ら
、
明
治

期
に
至
っ
て
も
、
漢
学
が
日
本
人
のsensus com

m
unis

の
大
き
な
支
柱
で
あ
り
続
け
た
背
景
と
し
て
、
梅
岩
に
お
け
る
経
書
の
理

解
と
活
用
を
内
在
的
に
検
討
し
、
梅
岩
思
想
に
お
け
る
人
情
と
社
会
正
義
を
め
ぐ
る
問
答
を
詳
論
し
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
学
の
独

自
の
「
読
ま
れ
方
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
ず
る
。

　
『
家
礼
』
は
唐
津
藩
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
て
い
た
。
稲
葉
迂
斎
が
藩
儒
と
な
り
、『
家
礼
』
に
基
づ
き
、
実
際
に
唐
津
藩
の
儒
礼
に

お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
た
。
3 

清
水
則
夫
「
闇
斎
学
派
の
『
家
礼
』
受
容
―
稲
葉
迂
斎
を
中
心
に
―
」
は
、
山
崎
闇
斎
学
派
に
お
け

る
『
家
礼
』
受
容
の
研
究
は
闇
斎
自
身
や
浅
見
絅
斎
が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
佐
藤
信
方
の
学
統
の
学
者
を
対
象
と
す
る
研
究
は
稲
葉
黙

斎
が
中
心
で
あ
る
中
で
、
近
世
日
本
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
黙
斎
の
父
で
あ
る
迂
斎
に
着
目
し
、
迂
斎
が
唐
津
藩
儒
と
し
て
『
家
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礼
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
実
践
し
て
い
っ
た
の
か
を
論
ず
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
で
は
、
清
朝
考
証
学
の
風
を
受
け
た
屋
代
弘
賢
・
狩
谷
棭
斎
・
栗
原
信
充
（
柳
庵
）・
近
藤
正
斎
ら
の
考

証
学
者
・
故
実
家
が
現
在
の
書
誌
学
研
究
に
繫
が
る
研
究
活
動
を
し
て
い
た
。
当
該
期
の
考
証
学
者
・
故
実
家
ら
は
、
盛
ん
に
漢
学

者
・
国
学
者
と
交
流
し
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
た
。
4 

陳
捷
「
江
戸
中
後
期
好
古
家
に
よ
る
古
典
籍
装
訂
・
装
具
研

究
に
つ
い
て
」
は
、
中
国
古
典
文
献
学
・
日
中
書
物
交
流
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
好
古
家
で
あ
る
藤
原
貞

幹
・
高
島
千
春
・
野
里
梅
園
の
考
証
筆
記
や
考
古
図
録
を
検
討
材
料
に
、
貞
幹
ら
の
古
典
籍
の
装
訂
・
装
具
及
び
古
物
の
研
究
・
蒐
集

の
実
態
、
更
に
は
好
古
家
の
書
籍
文
化
史
上
の
開
拓
者
と
し
て
の
意
義
を
論
ず
る
。
豊
富
な
図
版
を
示
し
、
読
者
の
便
を
図
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学
、
荻
生
徂
徠
の
古
文
辞
学
（
蘐
園
学
派
）、
井
上
金
峨
や
片
山
兼
山
ら
の
折
衷
学
派
な

ど
の
多
く
の
儒
学
学
派
が
自
説
を
唱
え
、
門
人
を
教
育
し
た
。
古
文
辞
学
派
に
属
す
る
亀
井
昭
陽
の
父
南
冥
は
、
福
岡
藩
儒
医
で
、
古

方
家
の
山
脇
東
洋
の
門
人
永
富
独
嘯
庵
に
医
学
を
学
び
、
山
県
周
南
に
儒
学
を
学
ん
だ
。
昭
陽
は
、
父
の
跡
を
継
ぎ
、
福
岡
藩
儒
と
な

り
、
亀
門
学
を
大
成
し
、
西
国
に
影
響
力
を
持
っ
た
。
5 

金
培
懿
「
亀
門
学
の
儒
学
観
と
経
書
観
」
は
、
日
本
漢
学
・
経
学
研
究
の

立
場
か
ら
、
亀
井
昭
陽
の
亀
門
学
と
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学
、
荻
生
徂
徠
の
古
文
辞
学
と
を
比
較
し
、
亀
井
昭
陽
の
『
家
学
小
言
』『
読

弁
道
』『
左
伝
纘
考
』
を
仔
細
に
読
み
解
く
。
亀
門
学
の
儒
学
観
及
び
経
書
観
は
、
仁
斎
の
古
義
学
と
徂
徠
の
古
文
辞
学
と
を
折
衷
し

た
上
で
徂
徠
学
の
行
き
過
ぎ
を
修
正
し
、
よ
り
公
正
性
と
客
観
性
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
孔
門
と
儒
流
と
を
峻
別
し
、
経
典
解
釈
に

適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
論
ず
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
・
医
師
の
平
田
篤
胤
は
、
漢
学
者
・
考
証
学
者
松
崎
慊
堂
、
考
証
学
者
の
狩
谷
棭
斎
ら
と
交
流
し
て
い
た
。

篤
胤
の
復
古
神
道
の
骨
骼
と
な
っ
た
の
は
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
で
あ
っ
た
。
廖
海
華
「〔
コ
ラ
ム
〕 

平
田
篤
胤
と
漢
籍
」
は
、
中

国
哲
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
漢
籍
の
最
新
資
料
を
可
能
な
限
り
利
用
し
よ
う
と
す
る
平
田
篤
胤
の
学
問
趣
旨
・
態
度
の
例
証
と
し
て
、
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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
平
田
篤
胤
関
係
資
料
の
篤
胤
自
筆
稿
本
に
着
目
し
、
篤
胤
に
よ
る
清
朝
考
証
学
者
の
段
玉
裁
『
説
文
解

字
注
』
活
用
の
実
態
を
論
じ
、
行
論
過
程
で
松
崎
慊
堂
の
『
慊
堂
日
暦
』
を
読
み
解
き
、
篤
胤
と
慊
堂
・
狩
谷
棭
斎
ら
の
交
流
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。
篤
胤
の
復
古
神
道
に
お
け
る
「
古
道
」
追
究
に
清
朝
考
証
学
の
文
字
学
的
手
法
が
援
用
さ
れ
た
こ
と
を
論
ず
る
。

　

第
四
部　

文
献
研
究

　

本
部
で
は
、
漢
籍
受
容
史
上
に
お
け
る
重
要
な
漢
籍
や
事
象
な
ど
に
関
す
る
文
献
学
的
テ
ー
マ
の
論
考
を
収
載
し
た
。

　

1 

佐
々
木
孝
浩
「
日
本
書
籍
史
に
お
け
る
漢
籍
の
装
訂
と
料
紙
」
は
、
日
本
書
誌
学
・
和
歌
文
学
の
立
場
か
ら
、
写
本
を
主
に
装

訂
・
造
本
と
料
紙
に
焦
点
を
当
て
、
内
典
・
平
仮
名
系
書
籍
な
ど
と
比
較
検
討
し
、
日
本
の
書
籍
の
歴
史
と
言
う
視
座
か
ら
、
室
町
時

代
末
期
ま
で
漢
籍
に
つ
い
て
論
じ
、
更
に
は
五
山
版
・
古
活
字
版
・
江
戸
時
代
整
版
の
状
況
に
ま
で
論
及
す
る
。
大
き
さ
、
罫
線
・
界

線
の
使
用
法
、
打
紙
加
工
の
有
無
な
ど
に
よ
り
、
製
作
者
層
・
製
作
圏
を
検
討
す
る
手
が
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
重

要
な
点
を
指
摘
し
論
ず
る
。

　

2 

末
永
高
康
「『
群
書
治
要
』
―
金
沢
文
庫
本
子
部
を
中
心
に
し
て
―
」
は
、
中
国
古
代
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
厳
密
な
調
査
・

解
釈
に
基
づ
き
、
金
沢
文
庫
本
を
始
め
と
す
る
『
群
書
治
要
』
諸
本
と
、
寛
政
修
訂
版
の
み
に
依
拠
し
た
清
朝
考
証
学
者
王
念
孫
（『
読

書
雑
誌
』）
ら
の
『
曾
子
』
校
訂
と
を
比
較
し
、
王
念
孫
ら
の
校
訂
に
検
証
を
加
え
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
更
に
金
沢
文
庫
本

『
群
書
治
要
』
子
部
に
重
層
的
に
書
入
れ
ら
れ
た
校
合
注
「
本
」「
一
本
」「
御
本
」「
扌
本
」「
本
書
」
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

蓮
華
王
院
本
な
ど
の
『
群
書
治
要
』
の
テ
キ
ス
ト
の
変
遷
及
び
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
子
部
書
の
受
容
を
論
ず
る
。
図

版
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
九
条
家
本
『
群
書
治
要
』、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』、
国
立
公
文

書
館
蔵
慶
長
写
本
『
群
書
治
要
』
の
書
影
を
附
す
。
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3 

虞
萬
里
「
カ
ラ
・
ホ
ト
出
土
『
春
秋
正
義
』
単
疏
本
残
葉
考
―
兼
ね
て
近
藤
正
斎
手
鈔
『
春
秋
正
義
』
単
疏
本
を
論
ず
―
」
は
、
経

学
・
中
国
歴
史
文
献
・
石
経
学
・
伝
統
言
語
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
郭
鋒
『
斯
坦
因
第
三
次
中
亜
探
険
所
獲
甘
粛
新
疆
出
土
漢
文
文
書

―
未
経
馬
斯
伯
楽
刊
布
的
部
分
―
』
が
〈
三
一
六
〉
刊
本
残
葉
を
宋
刻
本
孔
穎
達
『
礼
記
正
義
』（
単
行
本
）
残
葉
（
た
だ
し
、
附
録
四
に

て
残
刻
本
『
礼
記
正
義
』
と
す
る
）
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
き
、
宋
慶
元
六
年
紹
興
府
刻
宋
元
逓
修
本
『
春
秋
正
義
』、
阮
刻
本
『
春

秋
正
義
』、
近
藤
正
斎
影
鈔
宋
刊
単
疏
本
『
春
秋
正
義
』、
郭
鋒
翻
字
、
残
葉
原
文
を
厳
密
に
翻
字
・
対
校
し
検
証
を
加
え
、
カ
ラ
・
ホ

ト
出
土
単
疏
本
残
葉
と
正
斎
影
鈔
宋
刊
単
疏
本
の
底
本
、
流
伝
等
を
論
ず
る
。
図
版
と
し
て
、
大
英
図
書
館
蔵
カ
ラ
・
ホ
ト
出
土
『
春

秋
正
義
』
単
疏
本
残
葉
及
び
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
近
藤
正
斎
影
鈔
宋
刊
単
疏
本
『
春
秋
正
義
』
巻
一
五
首
の
両
書
影
、
カ

ラ
・
ホ
ト
出
土
『
春
秋
正
義
』
単
疏
本
残
葉
の
復
原
図
を
附
す
。

　

4 

高
木
浩
明
「
林
羅
山
と
古
活
字
版
―
元
和
四
年
刊
『
老
子
鬳
齋
口
義
』
を
中
心
と
し
て
―
」
は
、『
老
子
』
は
、
中
世
ま
で
河
上
公

注
本
に
よ
り
読
ま
れ
て
い
た
が
、
近
世
初
期
に
至
り
、
河
上
公
注
本
に
換
わ
っ
て
、
新
た
な
『
老
子
』
受
容
の
受
け
皿
と
な
っ
た
林
希

逸
『
老
子
鬳
齋
口
義
』
の
古
活
字
版
の
う
ち
、
川
瀬
一
馬
が
最
初
期
の
刊
行
と
し
た
第
一
種
本
の
脱
文
の
原
因
と
底
本
に
つ
い
て
、
日

本
中
世
文
学
・
書
誌
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
先
行
研
究
を
掌
握
し
、
周
到
な
原
本
調
査
に
基
づ
き
諸
本
を
厳
密
に
対
校
し
、
豊
富
な
図

版
を
提
示
し
論
ず
る
。
併
せ
て
第
一
種
現
存
二
本
の
書
誌
事
項
も
提
示
す
る
。

　

5 

高
津
孝
「
琉
球
の
漢
学
―
見
ら
れ
た
琉
球
の
文
化
と
い
う
視
点
か
ら
―
」
は
、
中
国
文
学
・
中
国
書
誌
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
琉

球
か
ら
北
京
の
国
子
監
へ
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
「
琉
球
官
生
」
ら
に
取
材
し
た
琉
球
情
報
の
記
録
で
あ
る
清
の
潘
相
の
『
琉
球
入
学
見

聞
録
』
を
精
緻
に
読
み
解
く
と
と
も
に
、
潘
相
の
『
事
友
録
』
や
琉
球
関
連
資
料
を
渉
猟
・
検
討
す
る
。
更
に
、
潘
相
が
指
導
し
た
琉

球
官
生
の
事
跡
、
琉
球
官
生
の
国
子
監
に
お
け
る
教
育
、
琉
球
の
支
配
階
層
で
あ
る
士
族
の
教
養
と
久
米
村
士
族
の
教
養
の
例
外
性
、

琉
球
の
出
版
事
情
、
琉
球
官
生
が
使
用
・
所
持
し
た
『
四
書
』
と
し
て
文
之
点
『
四
書
集
注
』
の
存
在
な
ど
、
潘
相
が
見
た
近
世
琉
球
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に
お
け
る
漢
学
の
実
態
を
克
明
に
論
ず
る
。
豊
富
な
図
版
を
示
し
、
読
者
の
便
を
図
る
。

　

6 
武
田
時
昌
「
古
医
書
の
未
来
図
」
は
、
中
国
科
学
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
古
医
書
を
め
ぐ
る
先
人
の
努
力
を
継
承
し
、
古

医
書
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
科
学
思
想
史
研
究
な
ど
の
知
見
を
活
か
し
て
、
中
国
の
経
方
書
（
処
方
薬
を
列
記
す
る
実
用

的
な
薬
方
書
）
の
歴
史
を
論
じ
、
併
せ
て
平
安
時
代
の
『
医
心
方
』、
李
氏
朝
鮮
・
成
宗
期
の
『
医
方
類
聚
』
を
解
説
す
る
。
ま
た
、
現

代
医
療
の
動
向
と
課
題
を
鋭
く
指
摘
し
、
伝
統
医
療
の
存
続
意
義
や
可
能
性
を
捉
え
る
。
更
に
、
武
田
氏
の
古
医
書
を
め
ぐ
る
近
年
の

取
り
組
み
を
述
べ
、
近
代
京
都
の
医
史
学
の
諸
相
な
ど
を
論
じ
、
古
医
書
の
未
来
図
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。
そ
し
て
、
現
代
医
療
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
、
次
世
代
を
担
う
後
身
の
あ
る
べ
き
方
向
を
提
言
す
る
。

　

内
山
直
樹
「〔
コ
ラ
ム
〕 

漢
籍
の
分
類
と
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』」
は
、
中
国
哲
学
・
中
国
古
典
学
研
究
の
立
場
か
ら
、『
日
本
国

見
在
書
目
録
』
と
『
隋
書
』
経
籍
志
と
の
符
合
点
・
相
違
点
な
ど
を
論
じ
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
を
単
に
『
隋
書
』
経
籍
志
の
踏

襲
と
呼
ぶ
の
は
容
易
い
が
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
図
書
分
類
の
背
景
に
あ
る
学
術
の
系
統
や
価
値
観
の
熟
知
・
掌
握
と
応
用

と
言
う
営
為
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
説
き
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
が
我
が
国
古
代
に
お
け
る
目
録
学
受
容
の
貴
重
な
証
言
で
あ
る
こ

と
を
論
ず
る
。

　

日
本
の
漢
籍
受
容
史
は
各
時
代
の
受
容
層
、
漢
籍
の
形
態
な
ど
密
接
に
聯
関
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
看
過
し
て
い
て
は
各
時
代
相
や

文
化
を
精
確
に
把
握
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
単
一
の
研
究
分
野
だ
け
で
は
解
明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

多
分
野
と
の
協
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
量
さ
れ
る
。
そ
れ
は
本
書
の
執
筆
者
の
研
究
分
野
の
多
彩
さ
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。

　

多
分
野
と
の
協
業
と
言
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
書
の
執
筆
者
の
研
究
分
野
は
、
中
国
思
想
・
哲
学
、
中
国
科
学
思
想
史
、
中
国
天

文
学
史
、
中
国
文
学
、
中
国
書
誌
学
、
中
国
古
典
文
献
学
、
日
本
古
代
史
、
日
本
中
世
史
、
日
本
中
世
文
学
、
日
本
近
世
文
学
、
日
本
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漢
学
、
日
本
書
誌
学
、
日
本
思
想
史
、
日
本
古
代
・
中
世
文
化
史
、
国
語
学
、
医
史
学
な
ど
で
あ
り
、
幅
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
本
書
は
、
今
後
、
日
本
の
古
代
か
ら
近
世
の
漢
籍
受
容
史
の
テ
ー
マ
で
協
業
を
行
う
上
で
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

無
論
、
本
書
所
載
論
考
の
み
で
は
日
本
の
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
漢
籍
受
容
史
の
諸
相
を
カ
バ
ー
し
得
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し

て
い
る
。
当
初
、
金
沢
文
庫
、
足
利
学
校
、『
経
籍
訪
古
志
』、
江
戸
医
学
館
、
五
山
版
の
各
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
論
考
や
コ
ラ
ム
も
検

討
し
て
い
た
が
、
遺
憾
な
が
ら
諸
般
の
事
情
に
よ
り
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
海
外
の
研
究
者

か
ら
見
た
日
本
の
漢
籍
受
容
史
と
言
う
点
で
は
、
韓
国
や
欧
米
の
研
究
者
の
論
考
の
収
載
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
編
者
の
不
徳
の

致
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
読
者
諸
賢
・
執
筆
者
諸
賢
に
御
寛
恕
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
以
上
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

最
後
に
本
書
の
用
字
・
表
記
等
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
用
字
に
つ
い
て
は
、
地
の
文
で
は
常
用
漢
字
を
使
う
こ
と
を
原
則
と

し
た
が
、
資
料
を
引
用
す
る
場
合
は
常
用
漢
字
、
旧
字
体
の
ど
ち
ら
か
を
使
う
か
は
敢
え
て
定
め
て
い
な
い
。
漢
文
の
書
き
下
し
文
を

示
す
場
合
、
現
代
仮
名
遣
い
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
ど
ち
ら
か
を
使
う
か
も
定
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
基
本
的
に
各
論
考
の
間
で
書

名
・
人
名
な
ど
の
用
語
の
統
一
も
し
て
い
な
い
。
右
の
点
は
、
各
執
筆
者
の
研
究
姿
勢
・
態
度
に
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
各
執
筆
者
の

見
解
を
尊
重
し
た
。

　

各
論
考
の
間
で
、
も
し
若
干
の
見
解
の
相
違
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
今
日
の
当
該
研
究
の
最
新
の
研
究
を
示
す
も
の
と
理
解
し
楽
し

ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
論
文
集
の
醍
醐
味
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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